
　
　

成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や
知
的

障
害
な
ど
に
よ
っ
て
財
産
管
理
や
日
常
生
活

等
に
支
障
が
あ
る
方
々
を
支
え
る
不
可
欠

な
制
度
だ
が
、
十
分
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い

と
言
わ
れ
て
い
る
。
国
は
平
成
28
年
に
利

用
促
進
に
関
す
る
法
律
を
制
定
し
、
市
町

村
は
基
本
計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
と

さ
れ
た
。
本
市
は
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

市
長　

令
和
３
年
度
に
専
門
的
な
知
見
を

持
っ
た
医
師
や
弁
護
士
、
裁
判
所
書
記
官

等
で
構
成
す
る
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

審
議
会
を
設
置
し
て
計
画
を
策
定
す
る
。

　
　

本
市
に
お
け
る
利
用
者
数
と
申
立
て

件
数
、
潜
在
的
ニ
ー
ズ
な
ど
現
状
は
。

福
祉
部
長　

家
庭
裁
判
所
に
よ
る
と
利
用

者
数
は
、
令
和
２
年
10
月
１
日
時
点
で
、

後
見
23
人
、
補
佐
２
人
、
合
計
25
人
。
長

崎
県
内
の
申
立
て
が
３
０
５
件
（
市
町
村

別
デ
ー
タ
は
な
い
）。
平
戸
市
内
で
制
度
が

必
要
な
人
数
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

　
　

質
問
通
告
す
る
ま
で
数
字
を
把
握
せ

ず
、
急
ぎ
調
べ
た
数
字
も
断
片
的
で
分
析

す
る
に
は
不
十
分
（
編
集
注
：
具
体
的
な

提
案
を
行
っ
た
が
紙
面
の
都
合
で
割
愛
）。

市
長　

御
指
摘
を
頂
き
、
多
々
反
省
点
が

見
え
た
。
司
法
書
士
、
社
会
福
祉
士
、
社

会
福
祉
協
議
会
の
方
々
と
協
議
を
進
め
て
、

制
度
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
。

　
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
打
ち
出
さ

れ
、
本
市
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
計
画
に
影
響

が
生
じ
た
。
児
童
生
徒
用
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ

一
人
一
台
導
入
の
進
捗
状
況
は
。

教
育
次
長　

今
年
度
中
に
納
品
予
定
。
児

童
生
徒
の
利
用
は
新
年
度
か
ら
に
な
る
。

　
　

市
教
委
は
ク
ロ
ム
Ｏ
Ｓ
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ

を
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
１
，
０
０

０
種
類
に
お
よ
ぶ
無
料
ソ
フ
ト
を
自
由
に
使

え
る
と
主
張
し
て
き
た
が
異
論
が
あ
る
。

有
償
の
信
頼
で
き
る
も
の
を
主
に
使
う
べ
し
。

教
育
次
長　

御
指
摘
の
よ
う
に
、
無
償
ソ

フ
ト
に
は
難
点
も
あ
る
。
有
償
の
ド
リ
ル
学

習
型
教
材
を
全
て
の
学
校
に
導
入
し
た
上

で
無
償
の
も
の
も
利
用
す
る
。

　
　

感
染
症
や
災
害
に
よ
る
臨
時
休
業
時

で
も
学
び
を
保
障
で
き
る
よ
う
環
境
整
備

す
る
べ
く
①
家
庭
の
ネ
ッ
ト
環
境
を
詳
細
に

調
べ
直
す
べ
き
②
通
信
環
境
整
備
の
道
す
じ

を
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
計
画
に
明
記
す
べ
き
。

教
育
次
長　

ご
指
摘
の
よ
う
に
①
新
年
度

に
詳
し
く
調
査
す
る
。②
計
画
に
明
記
す
る
。

　
　

不
登
校
や
入
院
中
の
児
童
生
徒
に
も

活
用
す
べ
し
。

教
育
長　

非
常
に
有
効
だ
と
考
え
る
。
実

現
に
向
け
た
い
。

　
　

地
方
自
治
法
に
は
、
自
治
体
の
役
割

の
第
一
は
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」
と
あ
る
。

平
戸
市
振
興
公
社
の
大
量
解
雇
、
レ
ス
ト

ハ
ウ
ス
、
平
戸
城
の
イ
ベ
ン
ト
、
城
泊
な
ど
、

市
民
の
反
対
の
声
を
届
け
て
き
た
。
し
か
し
、

市
長
に
は
市
民
の
声
は
届
い
て
い
な
か
っ
た
。

　

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
、
市
議
会
に
、
全
く
説

明
の
な
い
ま
ま
「
ビ
フ
ォ
ー
ア
フ
タ
ー
」
と

い
う
テ
レ
ビ
番
組
で
始
ま
り
、
数
千
万
円

を
使
っ
た
が
、
今
、
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る
。

平
戸
城
の
イ
ベ
ン
ト
は
数
千
万
円
の
赤
字
、

城
泊
の
費
用
は
１
億
７
千
万
円
。

税
金
を
暮
ら
し
の
応
援
に
使
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
声
が
起
こ
る
の
は
当
然
だ
。

　

失
敗
と
言
え
る
事
業
に
は
責
任
を
取
る
べ

き
だ
。
例
え
ば
給
与
の
減
額
な
ど
を
行
え
ば
、

市
民
も
、
あ
る
程
度
納
得
す
る
。

市
長　

行
政
判
断
は
４
年
に
１
回
の
選
挙

に
お
い
て
、
市
民
の
審
判
を
受
け
る
も
の
。

失
敗
し
た
か
ら
給
与
を
削
減
せ
よ
と
い
う

な
ら
ば
、
成
功
し
た
と
き
に
給
与
を
上
げ

て
も
ら
え
る
の
か
と
い
う
民
間
的
な
発
想
も

要
る
。

　

行
政
が
い
ろ
い
ろ
な
成
功
、
失
敗
を
繰
り

返
し
て
、
本
来
の
業
務
を
し
っ
か
り
と
継
続

的
に
や
っ
て
い
く
た
め
に
公
務
員
制
度
が
あ

り
、
行
政
不
服
審
査
制
度
が
あ
り
、
議
会

の
御
批
判
を
受
け
る
場
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
　

市
民
の
声
で
言
え
ば
、「
市
長
が
税
金

を
好
き
勝
手
に
使
っ
て
い
る
」と
。
今
の
答
弁
、

市
民
が
、
納
得
す
る
は
ず
が
な
い
。

　

つ
ぎ
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
件
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
、
医
療
従
事
者
が
最
優
先
だ
。
高

齢
者
施
設
の
従
事
者
の
順
位
は
４
番
目
だ
。

平
戸
市
で
も
、
高
齢
者
施
設
で
ク
ラ
ス
タ

ー
が
発
生
し
た
。
高
齢
者
施
設
の
従
事
者

も
最
優
先
に
す
べ
き
だ
。

市
民
生
活
部
長　

高
齢
者
施
設
内
の
ク
ラ

ス
タ
ー
対
策
の
、
よ
り
一
層
の
推
進
の
た
め
、

入
所
者
の
日
常
的
な
健
康
管
理
を
行
う
医

師
が
確
保
さ
れ
る
な
ど
一
定
の
要
件
が
満

た
さ
れ
れ
ば
、
高
齢
者
と
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ

（
２
番
目
）
で
接
種
し
て
も
良
い
、
と
い
う

の
が
国
の
考
え
だ
。

　

２
番
目
に
接
種
で
き
る
よ
う
医
師
会
お

よ
び
医
療
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。
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山
﨑　

一
洋
（
日
本
共
産
党
）

●
行
政
に
対
す
る
市
長
の
責
任
の
と
り
方
に
つ
い
て

●
新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

近
藤　

芳
人 （
辰
の
瀬
戸
）

●
平
戸
市
の
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

●
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て
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Ｑ　

市
内
の
子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
、
特

に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
の
課

題
と
支
援
策
は
。
ま
た
、
認
定
子
ど
も
園

の
特
例
措
置
後
の
職
員
配
置
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長　

国
民
生
活
実
態
調
査
の
貧
困

率
は
、13
・
５
％
、
約
７
人
に
１
人
の
子
ど
も
、

ひ
と
り
親
世
帯
の
半
数
が
貧
困
世
帯
で
あ

る
（
本
市
で
は
、
13
・
８
％
、
児
童
扶
養

手
当
の
支
給
対
象
者
が
２
４
３
名
）。

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
の
各
事
業
で
、

教
育
支
援
の
「
子
育
て
費
用
負
担
軽
減
策

（
保
育
料
の
軽
減
や
無
償
化
、
副
食
費
の

免
除
）」、
生
活
支
援
の
「
生
活
困
窮
者
自

立
相
談
支
援
事
業
、
離
職
等
に
よ
る
住
宅

を
失
っ
た
場
合
の
住
宅
確
保
給
付
金
」、
就

労
支
援
の
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
就

労
支
援
」、
経
済
的
な
支
援
の
「
生
活
保
護

や
児
童
扶
養
手
当
」
な
ど
の
支
給
が
あ
る
。

　

認
定
子
ど
も
園
の
職
員
は
保
育
教
諭
（
幼

稚
園
教
諭
免
許
と
保
育
士
の
両
方
の
資

格
）
が
必
要
で
、
現
在
は
特
例
で
令
和
６

年
度
ま
で
、
一
方
の
免
許
で
可
能
で
あ
る
が
、

公
立
の
生
月
子
ど
も
園
で
は
、
正
規
職
員

だ
け
で
は
人
手
不
足
で
臨
時
職
員
（
一
方

の
み
の
免
許
者
）
の
雇
用
が
課
題
で
、
６

年
度
ま
で
に
は
、
資
格
取
得
の
取
り
組
み
と
、

両
方
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
方
の
雇
用
等
を

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

子
育
て
に
密
接
に
関
わ
る
問
題
と
し

て
、
夫
婦
共
働
き
、
ひ
と
り
親
に
欠
か
せ

な
い
施
設
で
あ
る
児
童
放
課
後
ク
ラ
ブ
の
中

部
地
区
へ
の
早
期
開
設
と
、
中
部
地
区
（
紐

差
町
）
の
中
心
に
子
育
て
の
若
者
や
高
齢

者
の
健
康
増
進
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場

で
あ
る
公
園
の
設
置
を
早
期
に
実
現
し
、

市
内
の
地
域
間
格
差
の
是
正
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
。

市
長　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
中
部
に
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
を
運
営
す
る
民
間

事
業
者
等
の
声
が
い
く
つ
か
届
け
ら
れ
て
い

る
の
で
、
担
当
部
署
に
お
い
て
実
現
が
出
来

る
よ
う
、
今
後
も
努
め
て
い
く
。

　

公
園
整
備
に
つ
い
て
も
、
都
市
計
画
課
に

お
い
て
掌
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地

域
全
体
、
市
内
全
体
を
見
回
し
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
整
備
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
の
取
組
み

に
つ
い
て
、
本
市
の
取
組
み
は
。

市
長　

加
入
し
て
い
る
日
本
非
核
宣
言
自

治
体
協
議
会
に
お
い
て
「
条
約
批
准
を
目

指
す
」
こ
と
を
決
議
。
平
和
首
長
会
議
で

総
理
大
臣
に
、
一
刻
も
早
く
核
兵
器
禁
止
条

約
の
締
結
国
に
な
る
よ
う
要
請
文
を
提
出

し
て
い
る
。

小
山
田　

輔
雄
（
伸
天
会
）

●
子
ど
も
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
は

●「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
批
准
へ
の
取
組
み
は

QQ
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感
染
症
対
策
を
徹
底
す
る
た
め
に
、

市
職
員
の
出
勤
時
の
検
温
を
行
う
べ
き
は
な

い
か
。

総
務
部
長　

各
部
署
に
検
温
器
を
配
置
し
、

体
調
変
調
時
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
す
る
。

　
　

徹
底
し
た
感
染
対
策
の
下
、
業
務
に

励
む
方
が
多
く
い
る
。
議
会
も
行
政
も
終

息
す
る
日
ま
で
、
緩
む
こ
と
な
く
対
策
の

意
識
を
持
つ
べ
き
と
考
え
る
が
、
検
温
の
義

務
化
は
し
な
い
と
解
釈
し
て
よ
い
か
。

総
務
部
長　

は
い
。
出
勤
途
中
の
変
調
に

備
え
、
配
置
す
る
。

　
　

ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
時
、
施
設
名
は
非

公
表
と
な
っ
た
。
そ
の
理
由
を
記
し
た
チ
ラ

シ
を
全
戸
配
布
し
た
が
、「
市
は
、
ど
こ
の

施
設
で
あ
る
か
の
情
報
も
持
ち
合
わ
せ
て
い

ま
せ
ん
」
の
一
文
が
あ
っ
た
。
公
表
で
き
な

い
理
由
だ
け
で
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

な
ぜ
こ
の
文
面
を
入
れ
た
の
か
。

市
民
生
活
部
長　

県
が
発
表
す
る
公
式
な

情
報
以
外
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
と
の
表
現

で
あ
っ
た
が
、
市
民
に
誤
解
を
招
い
た
事
は

お
詫
び
す
る
。

　
　

同
時
期
に
地
区
限
定
だ
が
、
施
設
名

で
感
染
症
発
生
の
お
詫
び
と
営
業
再
開
の

お
知
ら
せ
が
回
覧
さ
れ
た
。
市
は
施
設
名

も
知
ら
な
い
と
し
な
が
ら
、
内
容
の
異
な
る

文
書
が
混
在
し
た
。
施
設
側
の
お
詫
び
文

書
発
信
に
つ
い
て
は
理
解
で
き
る
が
、
市
側

の
情
報
管
理
や
発
信
の
危
機
管
理
が
全
く

出
来
て
い
な
い
。
相
談
が
あ
っ
た
時
点
で
、

対
策
は
と
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

市
民
生
活
部
長　

配
布
の
時
期
を
ず
ら
す

な
ど
、
調
整
に
つ
い
て
配
慮
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。

　
　

平
戸
経
済
浮
揚
が
期
待
さ
れ
る
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
本
登
録
が
申
請
さ
れ
た
。
今
後
、
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
構
築
、
そ
れ
を
活
用
し
た

収
益
事
業
が
進
め
ら
れ
る
。
各
関
係
団
体

と
の
連
携
や
事
業
成
果
を
上
げ
る
た
め
、

人
材
不
足
は
解
消
し
た
い
。
体
制
が
軌
道

に
乗
る
ま
で
、
観
光
協
会
に
職
員
を
派
遣

す
べ
し
。

文
化
観
光
商
工
部
長　

観
光
協
会
か
ら
も

職
員
派
遣
を
要
望
さ
れ
て
い
る
。
派
遣
に
つ

い
て
は
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

市
長　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
推
進
は
、
第
二
次
総
合

計
画
の
看
板
施
策
。
城
泊
ス
タ
ー
ト
に
併
せ
、

観
光
誘
客
、
人
口
交
流
を
広
げ
て
い
く
。

そ
の
母
体
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
あ
る
。
部
長
答
弁
は

私
の
意
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
り
、
担
え
る

人
材
を
派
遣
で
き
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
応

え
て
い
く
。

辻　
　

賢
治
（
政
和
会
）

●
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
情
報
発
信
の
あ
り
方

●
平
戸
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）

　

の
運
営

QQQQQQQQ
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